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* <p>タイトル:ＯＤＦの為の極点データ処理</p> 

 * <p>説明: 複数の極点をを一括処理を行い、ＰＦｔｏＯＤＦ３に直接引き渡し</p> 

 * <p>著作権: Copyright (c) 2011</p> 

 * <p>会社名: HelperTex</p> 

 * @author 未入力 

 * @version 1.106 

 * Version 1.001   2010-09-30  Asc 変換をサポート,透過法確認 

 * Version 1.002   2010-10-03  Defocusfile check 

 * Version 1.003   2010-10-06  button の順序入れ替え 

 * Version 1.004   2010-10-09 バックグランド削除が複数のデータに対して独立になっていなかったバク修正 

 * Version 1.005   2010-10-26 TXT2 ファイルの拡張子をｔｘｔ－＞ＴＸＴに変更 

 * Version 1.006   2010-11-04 メニューに PFtoODF3 を追加 

 * Version 1.007   2010-11-10 set で指数変更を可能とした 

 * Version 1.008   2010-12-03 ZeroCut ファイル名で１文字足りないバク修正 

 * Version 1.100   2010-12-30 平滑化に SavitzkeyGolay 追加 

 * Version 1.101   2010-12-30 RD に Spline、Spline+2.5 追加 

 * Version 1.102   2010-01-19 repaint() 

 * Version 1.103   2010-01-28  β範囲 70-200,70-280,0-90,0-180,の RD および fullPole をサポート, 

 * Version 1.104   2010-02-01  ＲＤ,360 度化を最初に行う RD,FULL,SM,BG,DEF,規格化の順とした 

 * Version 1.105   2010-02-09  RAPID の zero データ数の敷値の指定 ０：全てＣｕｔ １００：従来と同じ 

 * Version 1.106   2010-02-10  72 点データの対応(RINT-HP) 

* Version 1.107   2010-02-13  Ver.1.106 修正にバグがあり、RAPID 処理が連続で出来なかった 

* Version1.108   2011/02/18  java –jar c:R¥bin¥ODFPoleFigure.jar ascmode n file1 file2 filen 対応 

* Version 1.109   2011/02/20  StandardODF の極点図データ変換用ファイル_S.TXT を作成 

* Version 1.110   2011/03/21  RAPID の zero データ数の扱いを変更 ０：従来と同じ 100:全て０以上 

* Version 1.111   2011/03/31  α点数９以下でエラー  Ver.1.105--1.110 

* Version 1.112   2011/04/06  バックグランド削除方法変更が出来なくなっていた。 

* Version 1.113   2011/04/22  バックグランド変更時ｓｅｔｋｅｙをｒｅｄ表示 

* Version 1.114   2011/04/23  RINT2000Polefigure RD,Smoothing の initSet を追加 

* Version 1.115   2011/04/26  バックグランド除去なしで ASC ファイルにバックグランド登録に対応 

         たとえば、ｈｋｌのみ変更の場合 

*Version 1.05    2014/05/14  異なるα、β測定間隔に対応 

*Version 1.06    2016/09/29  stdNrom 変更 

*Version1.07  2016/10/01 ODFPoleFigure2 で切り替えた規格化モードにより規格化 

*Version1.08  2016/10/04 極点図の中心の平均化を ON-OFF 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 従来の極点処理は測定極点データ毎に極点解析を行い、一旦処理結果ファイルを作成し、 

その複数の極点処理結果を各種ＯＤＦ向けに纏めていた。しかし、処理点数が増すと煩雑である。 

そこで、複数の極点測定結果を一括処理するアプリケーションを作成した。 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアの処理内容 

 複数の極点Ａｓｃファイルを一括選択（測定極点図の表示） 

 対応Ａｓｃファイル（HP, PC, SmartLab RINT-RAPID） 

 平滑化処理(単純移動平均、Savitzkey-Golay(適合化移動平均) 

 ＲＤ処理(単純補間、spline 補間) 

 バックグランド処理（α毎にβ方向の最大値、最小値、BG1，BG2 プロファイル表示） 

 吸収補正処理(吸収補正曲線を表示) 

 Ｄｅｆｏｃｕｓ処理（Defocus 補正曲線表示） 

 規格化処理 

 処理結果極点図の表示 

 ＯＤＦ作成ソフトウエア PFtoODF3（Ver7.000 以降）の立ち上げ 

 （処理データ、指数、２θ角度、α範囲を表示） 

対応ＯＤＦソフトウエア 

 ＬａｂｏＴｅｘ 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 ｐｏｐＬＡ 

画面 

  

 1280x1024 ピクセル（標準文字）   ハードウエアアクセレータを働かせる 

 1280x1024 では、入力データが１０ファイルまで、同時に画面表示が可能 

 このサイッズより小さい設定では、表示が重なってしまうが、解析処理は正常 

ｊａｖａ環境 

 ｊａｖａｒｕｎｔｉｍｅ 

 ｊａｖａ０－３Ｄ 

 がインストルされていること 



直接関係する他のソフトウエア 

 PoleDisplayTXT2 (極点図の表示) 

 TXTDisplay  (テキスト画面表示) 

 MultiDisplay  (バックグランド、吸収補正、Defocus 画面表示) 

 PFtoODF3  (ODF ファイル作成) 

 最新なバージョンと組み合わせして下さい 

注意 

入力極点図ファイル名、ディレクトリにはスペースが含まれないこと 

出来たらファイル名の先頭は指数を表すことが望ましい（例 111_7mm,111-7mm..） 

ソフトウエアの起動 

 c:¥CTR¥bin¥ODFPoleFigure.jar 

 

ソフトウエアの使い方 

 

RINT2000PoleFigure と同一処理を実現 

  

 

対応Ａｓｃファイルの指定 

  

 ＳｍａｒｔＬａｂのＡｓｃはＲＩＮＴ－ＰＣで対応 

 ＰＣ版とＨＰ版ではバックグランドの扱いが異なるので、間違わないでください 

 ＲＡＰＩＤは２ＤＰ作成のＡｓｃを直接読み込む（内部でＺｅｒｏＣｕｔが行われる） 

 

極点図ファイルの選択 

  

 ＣｔｎｌＫｅｙを使って複数選択 



  

選択したファイル名と極点図が表示される。 

 

 

平均化点数とＲＤ角度が指定できる。 

Savitzkey-Golay では平均点数１，３では平均化されません。 

単純移動平均はファイル名に M, 適合化移動平均では G で表現されます。 

 

複数選択した場合個々に指数変更、バックグランド処理方法が指定できる 

 

指数変更はＣｈｅｎｇｅＫｅｙによる。 

 



バックグランド削除方法の変更はＳｅｔｋｅｙ 

ＤｉｓｐＫｅｙはバックグランド測定が正常に行われているか確認出来る。 

 

 

マウスでバックグランド部分を拡大して確認する。 

 

吸収補正 

 

入力ファイルから自動的に測定方法が切り替わる。間違っている場合は修正してください。 

ＵＴを入力しＰｒｏｆｉｌｅで確認する。 

例えば、Ｕ＝４００，Ｔ＝０．００００１ 



 

極点図に上記プロファイルで補正する。 

極点図の外側の強度を下げる様に働く 

 

 

 

 

Ｄｅｆｃｏｕｓ補正 

 

Ｄｅｆｏｃｕｓは反射法のみ対応です。 

Ｄｅｆｏｃｕｓファイルの指定は で行う。 

Ｄｅｆｏｃｕｓファイルの作成は、ＭａｋｅＤｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥソフトウエア 

 

 ＴｅｘｔＤｉｓｐでファイル内容が確認出来る。 

  

 Ｐｒｏｆｉｌｅで補正曲線が確認出来る。 



  

 上のグラフは、極点図の外側強度を上げる補正が行われる。 

は処理極点図に対して平均強度が１．０に規格化が行われる。 

又、極点図中心を平均化するか指定する。 

Ａｓｃ（Ｐｏｌｅ）は処理結果のＡＳｃファイル作成、ＴＸＴ２はＰＦｔＯＤＦ３用ファイル作成 

ＣａｌｃＫｅｙで処理が行われる。 

 

処理結果極点図が表示される。 



ＯＤＦ用ファイル作成は で行う。 

Ｃａｌｃを行っても、ＯＤＦＦｉｌｅＫｅｙが押せない状態は画面の下にエラー表示がされる。 

ＯＤＦＦｉｌｅＫｅｙを押すと、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ関係の画面が消えて 

ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエア画面が表示される。 

ＰＦｔｏＯＤＦ３（Ｖｅｒ７．０以降）はｕｐｄａｔｅ版であるため、許可されたユーザのみ使用が可能です。 

（ｐｏｐＬＡは全てのユーザで使用可能） 

 

Ｖｅｒ１．００１以降はＣｏｍｍｅｎｔ欄に入力ファイル名を表示 

上記ファイル名１１１－ＯＳＣ＿ｃｈＭＢ０ＤＳ＿２．ｔｘｔの意味は 

Ｓ：平滑化処理 

Ｂ０：バックグランド処理がＢ１，Ｂ２の平均値で行われた。 

Ｄ：Ｄｅｆｏｃｏｕｓ補正が行われた。 

Ｓ：強度の規格化処理が行われた。 

 

Ｄの後に数字がある場合、ＬｉｍｉｔＶａｌｕｅを表す。 



 

ＬｉｍｉｔＶａｌｕｅ０．９０で行った場合、Ｄの後に９０があり極点図の範囲が狭くなっている。 

 

メニュー部分 

 

 は極点図の極密度スケール（表示のみ） 

左から、Linear、Root、Log、上下は、データ処理前と後 

 

 

は他のソフトウエアの起動が可能になる。 



１／４，１／２極点図の３６０度化 

 

極点図が３６０度のデータではない場合、ＦＵＬＬの指定が可能 

 

ＲＤ補正も可能であるが、ＲＤ補正後、１／４象限以上でなければならない 

 

ソフトウエアの詳細は、ＨｅｌｐｅｒＴｅｘサイトの説明書を参考にして下さい。 

では 

 

この機能は、ｐａｃｋａｇｅをインストールした場合に限定されます、Ｈｅｌｐｅｒｔｅｘサイトから 

最新ｐａｃｋａｇｅを要求し、インストールして下さい（ｉｎｄｅｘファイルが必要になります） 
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から 
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ファイルの遷移 

入力ファイル 

 ＡＳＣファイル 

 ｄｅｆｏｃｕｓファイル 

   

出力ファイル 

 ＭｕｌｔｉＤｉｓｐ用ファイル 

入力ファイルディレクトリに作成 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３用ＴＸＴ２（＊＊＊＿２．ＴＸＴ） 

入力ファイルディレクトリに作成 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ用ＴＸＴＳ（＊＊＊＿Ｓ．ＴＸＴ） 

  入力ファイルディレクトリに作成 

外部起動 

 本ソフトウエアは、以下の方法で直接ＡＳＣファイルを入力出来ます。 

 java –jar c:¥CTR¥ODFPoleFifure.jar ascmode n file1 file2 filen 

  

 java –jar  ： ｊａｒファイルの起動 

 c:CTR¥ODFPoleFigure.jar  ： 本プログラム 

 ascmode    ： 0: RINT-PC 1: RINT-HP  2: RAPID  

 n    ： ＡＳＣファイルの数 

 file1 以降   ： 絶対パスのＡＳＣファイル 

 

 

 


